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傾
向
と
し
て
は
自
身
の
判
定
に
比
較
的
近
い
が
、
自
身
の

判
定
の
極
め
て
高
濃
度
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
は
、（
Ｃ
）
に

判
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
し
か
し
高
濃
度
／
非
高
濃
度

の
判
定
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
問
題
無
い
と
考
え
ら
れ
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
カ
テ
ゴ
リ
判
定
結
果
を
そ
の
ま
ま
利
用
で

き
る
可
能
性
を
感
じ
た
。

③
濃
度
評
価
（
ネ
ッ
ト
カ
ム
シ
ス
テ
ム
ズ
社
製
）

　

測
定
方
法
は
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
測
定
方
法
と
異
な
り

分
母
が
大
き
く
な
る
た
め
、
全
体
的
に
乳
腺
割
合
が
低
め
の

結
果
と
な
る
。
し
か
し
乳
腺
量
の
増
加
に
伴
い
乳
腺
割
合
は

多
く
な
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
も
記
載
し
た
通
り
、

乳
腺
領
域
を
示
す
囲
い
線
が
表
示
さ
れ
視
覚
的
に
わ
か
り
や

す
く
、
受
診
者
へ
の
解
説
等
に
利
用
出
来
る
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
手
軽
に
利
用
で
き
る
た
め
、

そ
の
特
徴
を
知
る
こ
と
で
、
客
観
的
に
乳
房
構
成
の
判
定
を

利
用
出
来
、
読
影
者
間
の
区
分
の
バ
ラ
ツ
キ
を
少
な
く
す
る

こ
と
に
期
待
が
で
き
る
。
今
後
、
判
定
結
果
の
レ
ポ
ー
ト
へ

の
自
動
反
映
や
さ
ら
な
る
精
度
の
向
上
を
期
待
し
た
い
。
ま

た
、
症
例
数
を
増
や
し
検
証
を
進
め
て
い
き
た
い
。

①
乳
腺
量
測
定
機
能
（
富
士
フ
イ
ル
ム
社
製１

）

　

こ
ち
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
富
士
フ
イ
ル
ム
社
の

「A
M

ULET Innovality

」
と「A

M
ULET SOPHINITY

、

A
M

U
LET

 ELIT
E

」
の
オ
プ
シ
ョ
ン
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

と
な
っ
て
お
り
、
解
析
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
撮
影
直
後
の

raw

デ
ー
タ
で
行
わ
れ
る
た
め
画
像
処
理
の
影
響
を
受
け
な

い
。
デ
ー
タ
は
、
Ｘ
線
に
依
る
脂
肪
と
乳
腺
の
吸
収
差
を
利

用
し
、
乳
房
厚
も
考
慮
さ
れ
、
画
素
単
位
で
解
析
さ
れ
る
。

元
あ
っ
た
乳
腺
領
域
を
分
母
と
し
、
現
在
の
乳
腺
領
域
を
分

子
と
し
て
結
果
が
算
出
さ
れ
る
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
計
測
し
た
乳
腺

の
体
積
と
の
相
関
も
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
表
示
形
式

は
、
乳
腺
の
割
合
（
％
）
と
そ
れ
に
応
じ
た
カ
テ
ゴ
リ
判
定

Ａ
～
Ｄ
の
表
記
と
な
る
（
図
１
）。
本
機
能
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｏ

（M
edio-Lateral O

blique

）
像
だ
け
で
な
く
、
Ｃ
Ｃ

（Cranio-Caudal

）
像
や
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
画
像
に
も
対
応

し
て
い
る
。
ま
た
、
同
時
に
分
母
に
大
胸
筋
を
除
く
乳
房
全

体
と
し
た
結
果
も
表
示
可
能
で
あ
る
。
結
果
表
示
の
￥
マ
ー

ク
の
前
部
が
乳
房
全
体
を
分
母
と
し
た
場
合
の
結
果
で
あ
り
、

後
部
が
元
あ
っ
た
乳
腺
を
分
母
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
乳
腺
量
推
定
機
能
（
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
社
製２

）

　

こ
ち
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
社
が
解
析
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
開
発
し
、
主
に
ネ
ッ
ト
カ
ム
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の

乳
腺
画
像
診
断
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン「m

am
m

odite

（
マ

ン
モ
デ
ィ
ー
テ
）」
に
搭
載
可
能
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
な
る
。

そ
の
特
長
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
利
用
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
Ａ

Ｉ
の
学
習
に
は
、
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
Ａ
判
定
読
影
医
師

11
名
に
よ
っ
て
囲
わ
れ
た
元
の
乳
腺
領
域
と
、
判
定
さ
れ
た

乳
腺
濃
度
の
中
央
値
を
用
い
て
い
る
。
判
定
結
果
は
、
Ａ
～

Ｄ
で
分
類
さ
れ
た
10
％
刻
み
の
目
盛
の
あ
る
バ
ー
上
に
左
右

の
乳
房
が
そ
れ
ぞ
れ
表
示
さ
れ
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報
収
集
に
よ
り
、
乳
が

ん
検
診
を
受
診
す
る
際
に
自
身
の
乳
腺
量
の
多
い
・
少
な
い

に
関
心
を
持
つ
受
診
者
が
増
え
て
き
た
。
し
か
し
、
乳
房
構

成
は
読
影
者
の
主
観
的
評
価
で
あ
る
た
め
、
判
定
の
ば
ら
つ

き
が
問
題
と
な
り
、
受
診
者
に
告
知
す
る
に
は
出
来
る
限
り

ぶ
れ
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

こ
の
度
、
乳
房
構
成
を
評
価
す
る
３
種
類
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
利
用
出
来
る
機
会
が
あ
っ
た
た
め
、
客
観
的
に
判
定
出

来
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
自
身
の
判
定
の
比
較
を
行
い
、
そ
の

特
徴
を
検
討
し
た
の
で
報
告
す
る
。

　

ま
ず
は
当
院
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

当
院
は
、
東
京
都
の
23
区
内
に
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
が
多

く
居
住
さ
れ
て
い
る
、
Ｊ
Ｒ
中
央
線
立
川
駅
前
に
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
構
え
て
お
り
、
２
０
２
４
年
５
月
１
日
に
開
設
し
て
約

半
年
が
経
過
し
た
。

　

乳
腺
外
来
に
は
乳
房
痛
、
し
こ
り
の
症
状
を
主
訴
に
来
院

さ
れ
る
患
者
が
多
く
、
年
代
は
10
歳
代
～
80
歳
代
と
幅
広
い

が
、
特
に
30
～
40
歳
代
の
年
齢
層
の
方
が
多
い
。
婦
人
科
を

併
設
し
て
い
る
た
め
、
ピ
ル
な
ど
の
ホ
ル
モ
ン
療
法
、
更
年

期
の
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
中
の
乳
が
ん
検
診
も
多
く
取
り
扱

っ
て
い
る
。

要
旨
：
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
に
お
い
て
、
乳
房
構
成
に
よ

り
病
変
の
検
出
感
度
が
異
な
る
た
め
、
読
影
に
際
し
て
は
、

ま
ず
乳
房
構
成
を
判
定
す
る
が
、主
観
的
評
価
で
あ
る
た
め
に
、

読
影
者
間
の
ば
ら
つ
き
が
し
ば
し
ば
問
題
と
な
る
。
今
回
は

乳
房
構
成
判
定
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
3
種
類
を
比
較
し
、
そ
の
特

徴
を
検
討
し
た
。

手軽に扱える
乳房構成判定ソフトウェアの特徴

◆特別寄稿　　マンモグラフィ検診での読影をサポートするソフトウェアの有用性

竹田奈保子
たけだ乳腺・婦人科クリニック 院長

は
じ
め
に

当
院
に
つ
い
て

今
回
利
用
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
紹
介

図４　各社の傾向（横軸：自身の分類／縦軸：ソフトウェア
の結果） 

◆Summary
Features of  breast density determination software 
In mammography screening, the sensitivity of detecting lesions depends on the breast 
density, so the first step in reading mammography is to determine the breast density.
In this study, we compared three types of breast density evaluation software and 
examined their characteristics.

　

本
機
能
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｏ
像
の
み
に
対
応
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
だ
が
、
Ｃ
Ｒ
画
像
を
含
む
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
画
像
で
も
解
析
で
き
、
ま
た
過
去
画
像
で
も

解
析
が
可
能
で
あ
る
（
図
２
）。

③
濃
度
評
価
機
能
（
ネ
ッ
ト
カ
ム
シ
ス
テ
ム
ズ
社
製
）

　

こ
ち
ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
、
ネ
ッ
ト
カ
ム
シ
ス
テ
ム
ズ

社
のm

am
m

odite

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
標
準
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
と
な
り
、
分
母
に
は
、
大
胸
筋
を
除
い
た
乳
房
領
域
を
利

用
し
、
分
子
に
は
現
在
の
乳
腺
領
域
を
用
い
乳
腺
の
割
合
を

算
出
し
て
い
る
。
日
本
乳
が
ん
検
診
精
度
管
理
中
央
機
構
が

示
す
乳
房
構
成
の
判
定
法３

と
異
な
る
が
、
検
出
し
た
乳
腺
領

域
が
表
示
さ
れ
る
た
め
、
視
覚
的
に
わ
か
り
や
す
い
作
り
と

な
っ
て
い
る
（
図
３
）。

　

２
０
２
４
年
５
月
１
日
か
ら
８
年
31
月
ま
で
に
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
撮
影
さ
れ
た
年
齢
21
～
91
（
中
央
値
45
）
歳
の
３
４

８
名
／
７
９
６
乳
房
の
う
ち
、
異
常
な
し
で
あ
っ
た
乳
房
の

Ｍ
Ｌ
Ｏ
像
、
５
７
７
例
を
対
象
と
し
た
。
横
軸
に
自
身
の
乳

房
構
成
判
定
、
縦
軸
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
算
出

さ
れ
た
乳
房
カ
テ
ゴ
リ
（
Ａ
～
Ｄ
：
富
士
フ
イ
ル
ム
社
、
Ｅ

Ｉ
Ｚ
Ｏ
社)

及
び
、
乳
腺
割
合
（
％
：
ネ
ッ
ト
カ
ム
シ
ス
テ

ム
ズ
社
）
を
グ
ラ
フ
に
プ
ロ
ッ
ト
し
比
較
し
た
（
図
４
）。

①
乳
腺
量
測
定
機
能
（
富
士
フ
イ
ル
ム
社
製
）

　

自
身
の
判
定
で
の
不
均
一
高
濃
度
が
乳
房
カ
テ
ゴ
リ（
Ｂ
）

と
判
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
比
較
的
多
か
っ
た
が
、
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
の
カ
テ
ゴ
リ
判
定
結
果
を
乳
房
構
成
の
判
定
に
利
用
す

る
に
問
題
無
い
と
思
わ
れ
る
。

②
乳
腺
量
推
定
ソ
フ
ト
（
Ｅ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
社
製
）

※　
　
　
　
　

※

竹
田
奈
保
子
（
た
け
だ
・
な
お
こ
）
●
03
年
帝
京
大
学
医
学
部
卒
。

同
年
帝
京
大
学
医
学
部
附
属
市
原
病
院 

麻
酔
科
勤
務
、
05
年

東
邦
大
学
医
療
セ
ン
タ
ー
大
森
病
院 

産
婦
人
科
、
09
年
医
療
法

人
社
団
正
裕
会 

井
上
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
経
て
、
19
年

よ
り
医
療
法
人
社
団
正
裕
会 

リ
ボ
ー
ン
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク 

院
長
、
24
年
た
け
だ
乳
腺
・
婦
人
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
、

現
在
に
至
る
。
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比
較
方
法

結
果
と
利
用
方
法

さ
い
ご
に


